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南極海の海洋環境と生態系の長期変化を解明 

大規模な生態系総合調査により南極海東インド洋区の長期変化が明らかに 

  

成果の概要 

✓ 2018-2019 年の南半球夏季に開洋丸（水産庁所属）が南極海東インド洋区（東経 80～

150 度）において大規模な生態系総合調査を実施 

✓ 同海域での大規模な生態系総合調査は 1996 年以来、23 年ぶり 

✓ ナンキョクオキアミの生物量は 1996 年と同程度であったが、調査時期や推定方法など

が異なるなど、比較には注意を要する 

✓ 得られた南極オキアミの生物量は南極の海洋生物資源の保存に関する委員会

（CCAMLR）により同海域における最新の推定値として認められる 

✓ 1996 年と比較し調査海域の東側（東経 112～150 度）において南極周極流の南限が 50

～120 km 南下し、海水温の上昇がみられた 

✓ 調査海域の東側では優占する大型動物プランクトンがサルパ類から端脚類に変化した 

✓ 23 年ぶりに行った大規模な生態系総合調査により、東インド洋区において海洋環境や

生物の分布などが大きく変化していることが明らかになった 

✓ この調査で得られた知見は気候・海洋生態系の変動などの学術的研究や CCAMLR な

どの国際機関による各種の研究に活用されることが期待される 

✓ 国立大学法人東京海洋大学の学術研究院 村瀬弘人准教授（調査時、国立研究開発

法人水産研究・教育機構 主任研究員）が中心となり、研究成果を英文学術雑誌

「Progress in Oceanography」のオンライン特集号として取りまとめた 

 

本研究成果は、2025 年 3 月 10 日に英文学術雑誌「Progress in Oceanography」のオンライ

ン特集号として公開されました。 

https://www.sciencedirect.com/special-issue/10LJ8PLCQ72 

https://www.sciencedirect.com/special-issue/10LJ8PLCQ72
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＜背景＞ 

ナンキョクオキアミの生物量は地球上の野生生物で最も大きいとされ、ヒゲクジラ類や海鳥類

などの重要な餌生物となり南極海生態系における鍵種とされています。また、ナンキョクオキアミ

を対象とした漁業は 1970 年代からインド洋区で始まり、それ以降、南極海における重要な漁業

対象種となっています。ナンキョクオキアミの国際的な資源管理は南極の海洋生物資源の保存

に関する委員会（Commission for the Conservation of Antarctic Marine Living Resources：

CCAMLR）によって行われています。1990 年代以降は主漁場が大西洋区となったことから、ナン

キョクオキアミに関する調査と研究はこの海域に集中しています。オーストラリア大陸の南側に位

置する南極海の東インド洋区（東経 80～150 度）におけるナンキョクオキアミを対象とした大規模

な調査は、1996 年にオーストラリアが実施した BROKE 調査（Baseline Research on 

Oceanography, Krill and the Environment）以降、実施されていませんでした。 

近年、健康食品の原料としてナンキョクオキアミから抽出するオイルへの需要が高まり、大西

洋区のナンキョクオキアミ主漁場において漁獲量が漁獲制限に達するようになってきています。

このため、ナンキョクオキアミの漁場が広がる傾向にあり、現在は限定的ではありますがインド洋

区での操業も行われるようになりました。また、ナンキョクオキアミを捕食するザトウクジラは商業

捕鯨のため絶滅の危機に瀕するまで個体数を減らしましたが、1966 年に国際捕鯨委員会

（International Whaling Commission：IWC）が商業捕鯨を禁止して以降、個体数は回復し、インド洋

区では 2015 年に商業捕鯨が開始される前の個体数に回復しました。このように、この海域の海

洋生態系に変化が認められるようになりました。 

BROKE 調査ではナンキョクオキアミの生物量推定調査に加え、電気伝導度（塩分）・水温・水

深計（Conductivity, Temperature, and Depth：CTD）による海洋観測も行われました。これ以降、

海洋生態系にも影響を及ぼす可能性がある底層水の特性の変化などが明らかになってきました

が、その原因の解明と動向の把握のため、詳細かつ広域での海洋観測を行う必要もありました。 

このような背景の中、2018-2019 年の南半球夏季に開洋丸（水産庁所属、図 1）により南極海

東インド洋区において大規模な生態系総合調査を実施しました。 

 

 

図 1．開洋丸（水産庁所属）  
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＜調査方法＞ 

調査には、国内からは国立大学法人東京海洋大学、国立大学法人北海道大学、大学共同利

用機関法人 情報・システム研究機構国立極地研究所および国立研究開発法人水産研究・教育

機構など、また国外からはオーストラリア連邦科学産業研究機構（オーストラリア）、上海海洋大

学（中国）、ワーゲニンゲン海洋研究所（オランダ）、スクリプス海洋研究所（アメリカ）および海洋

大気庁南西漁業科学センター（アメリカ）、など、5 ヵ国の 20 を超える研究機関・大学から多数の

研究者が参画しました。調査は以下の 2 つを主目的に実施しました。 

 

(1) CCAMLR が定めた標準法によるナンキョクオキアミ生物量推定とそれに基づく漁

獲制限量の改定に資するデータ収集 

(2) 全球海洋各層観測調査プログラム(GO-SHIP)に準拠した海洋観測による海洋環

境の長期変化の有無の検出に資するデータ収集 

 

これらの主目的を軸に、BROKE と同様、海洋環境、また低次生産者から高次捕食者を網羅す

る調査を行い、1996 年から 2018-2019 年にかけての海洋環境と生態系の変化を明らかにする

ことを試みました。 

調査船は 2018 年 11 月 16 日に東京を出港し、2019 年 3 月 22 日に帰港するまでの計 127 日

間の長期航海を行いました。途中、補給のためフリーマントル、メルボルンおよびシドニー（いず

れもオーストラリア）に寄港しました。調査海域は南緯 60 度以南の東経 80 度から 150 度の範囲

です。これは CCAMLR の管理海区の 1 つである 58.4.1 海区にあたります。 

調査海域に 18 本の調査線を配置し、調査の主目的の 1 つであるナンキョクオキアミの生物量

推定に必要となる計量魚群探知機のデータを収集しました。この際、海域に分布する動物プラン

クトンなどを調べるため、網を用いた採集も行いました。また、海鳥類と鯨類を対象とした目視調

査を行いました。採水器も備えた CTD を用いて海表面から最大で 3000 m を超える水深まで塩

分や水温、また海水の化学成分や植物プランクトン量などを調べました。 

 

図 2．調査海域の図です。調査は前半と後半に分けて行い、補給のため途中でオーストラリアに

寄港しました。黒色の点線は CCAMLR の管理海区の境界線です。  
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＜研究成果＞ 

本調査で得られたデータを用いて得られたナンキョクオキアミの生物量推定は、この海域にお

ける最新の値として 2021 年の CCAMLR に認められました。ナンキョクオキアミの生物量は海域

の西側と東側において高くなっていました。また、本調査の生物量は 1996 年とおおむね同様の

推定値となりましたが、調査時期や推定方法などが異なるなど、この解釈には注意が必要となっ

ています。 

解析の結果、1996 年と比較し調査海域の東側（東経 112～150 度）において南極周極流の南

限が 50～120 km 南下し、海水温が上昇していることが明らかになりました。また、2010 年代に

なり、それまでに低くなってきていた調査海域における南極底層水の塩分が反転し高くなってい

ることが明らかになりました。これは南極沿岸流の上流にあたるアムンゼン海周辺において棚氷

が解ける速度が遅くなった結果、淡水の供給が減少した可能性などが考えられます。 

調査海域の東側で優占する大型動物プランクトンは 1996 年ではサルパ類でしたが、2018–

2019 年では端脚類に変化していました。この変化は、調査時期の違いの影響も考えられます

が、南極周極流の南限の南下とも関係している可能性があります。また、本調査では特殊な網を

用い、通常では行わない海表面の生物採集を行いました。この結果、海表面にはナンキョクオキ

アミが多く分布していることがわかりました。 

この他にも、海洋の混合強度の推定、浮遊する氷や海水の生物地球化学的な研究、基礎生

産に関する研究、海鳥類と鯨類の個体数推定と捕食量推定などの研究が行われました。 

これらの研究成果は 14 編の学術論文として報告され、2025 年 3 月 10 日に英文学術雑誌

「Progress in Oceanography」のオンライン特集号として公開されました。また、この特集号以外に

も、現在までに 12 編の学術論文が発表されています。これらの論文の一覧は本プレスリリース

に後掲しました。 

 

オンライン特集号の URL 

https://www.sciencedirect.com/special-issue/10LJ8PLCQ72 

 

＜今後の展望＞ 

本調査と研究により、南極海の中でも大規模な生態系調査がほとんど行われていない東イン

ド洋区の生態系の現状に関する知見を得ることができました。この調査で得られた知見は、海洋

生態系モデル構築、気候・海洋生態系の変動の監視といった学術的研究や、CCAMLR などの国

際機関による各種の研究や議論に活用されることが期待されます。 
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